公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第4回 学自研学生委員会 議事録
2013年7月27日
1．概要 

日  時：2013年7月27日(土) 10:00～12:00 

場  所：工学院大学 新宿キャンパス 11階A-1165
参加者：
神奈川工科大学

新木・宮本


工学院大学

久住・只野・長澤
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

佐口・廣兼
東京電機大学　　　　　　寺岡
東京都市大学            早乙女
東京農工大学

帷子
東京大学


酒井
日本大学生産工

平野・藤井・深澤
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
1 事前資料
2 企画書5種類
悪路走行体験，二輪車研修，富士総合火力演習，パーソナルモビリティ体験，東京モーターショー取材
3 予算資料
4 三次元測定体験　報告書
3．議題
　3.1 学術講演会の特別講演について
　　　①聞きたい講演テーマ，②呼びたい講師の方，③理由
　
　3.2 企画報告
　
3.3 今年度の企画に関して
①富士総合火力演習見学
　②四輪駆動走行会
③二輪車研修
④東京モーターショー取材
⑤タイ訪問
⑥台湾訪問
⑦パーソナルモビリティ体験
⑧ジヤトコ工場見学会
3.4 予算について
3.5 次回委員会について
3.6 メールの添付ファイルについて
3.1 学術講演会の特別講演について
　　①聞きたい講演テーマ，②呼びたい講師の方，③理由
　・本委員会では，事前集約したもの以外の意見はなかった．
　・参加希望人数はF1に関する講演の方が86，BRZに関するものより多かった．
3.2 企画報告　※報告書参照
・横浜国大の鈴木より，3次元測定体験の報告があった．
・後日，参加者の感想をまとめて配信する．
・費用は10500円かかった．
・企画の報告書に先方の担当者名と連絡先を記載することで，興味を持った方が連絡をとれるようにしたい．先方に確認を取る必要がある．
3.3 今年度の企画に関して　　　　　　※企画書参照
　(1)富士総火演見学
　・キャンセル者対策としては，やむを得ない事情を除き原則キャンセルを認めない．
・仮にキャンセルする場合は企画当日の2週間前までの連絡を案内メールにてお願いする．
・それ以降のキャンセル連絡に対しては，参加費全額を負担してもらう．
(2)四輪駆動走行会
・企画時期がタイ訪問と被る．
・委員の参加希望者で，もう1人担当者になってほしい．希望者はメールなどにて連絡する．
・4輪と2輪で同時に告知する．
・参加者募集時期が異なるため同時募集は不可．
・4輪，2輪とも現地へ自走は危険なので，特に帰り道は注意すること．
　(3)二輪車研修
　・先方への事前訪問を8月21日に予定している．
　・特別カリキュラムについての提案は後日メールにて，理由を添えて送ること．
　・ただ単にやりたい，ではなく，なぜやりたいのかをよく考えて先方と調整する．
　・ポスターに関して
　　→訪問前にメールで先方に確認して頂く．
　　→参加者集めは各大学でポスター等使用する．
　・参加者の保険料はキャンセル時でも回収する．
　・小型限定やAT限定免許でも参加可能だが車両サイズや路面状況は制限される．
　(4)東京モーターショー取材
・10～15人で見学会ツアーを行う．
・初日に参加する分は8月末に田渡理事に連絡する必要がある．
・初日参加者は当日中に記事を作成しなくてはならない．
・タイ交流が20日周辺まであり，日程が被る．
・取材の目的は？
　→プレスデーならではの話が聞け，一般公開日では見られない物が見られる．学生の目線での記事作成に意義がある．
・何をどうしたいのかがはっきりしないため，目的や理由付けをはっきりさせ，そのためにどうするか考える．
　(5)タイ訪問
・日程
	11月14日
	バンコクへ移動

	15～17日
	FSAEタイ大会

	18，19日
	タイ側の行事に参加

	19or20日
	帰国


・費用個人持ちでの延泊は可．
・人数は3or4名．4名派遣時は宿泊費の一部（2万円程度）を負担してもらう．
・委員長，副委員長，国際担当のいずれかは必ず参加する．
　(6)台湾訪問
・SETCでの発表が条件で，千葉大と上智大がそれぞれ参加することになっている．
・学自研から1名参加できるかもしれない．8月23日に確定する．
・日程
	10月6日
	出発

	7日
	見学

	8～10日
	SETC

	12日
	帰国予定


　(7) パーソナルモビリティ体験
・開催場所として，広い場所として東富士研究所を上げたが，実際にそこにiROADがあるかどうかわからないのでトヨタに確認する．
・担当理事を仮でもいいので確定する．
・この企画は承認されているのか？
→必ず委員の承認を得てから動くこと．
・考察内容について，視点，姿勢の違いによる変化やほかの乗り物との比較はどうか．
・実施時期について，2月後半以降は忙しいので企画を入れないほうが良い．
・2月中旬くらいまでに終わらせてしまう．
・iROADにこだわる理由は？
→公道走行が前提で設計され，速度の面でUNICABやセグウェイとも異なる点を強調する．
→もう少し，iROADならではの理由を追加する．
・トヨタのPMの発展の歴史と理由も聞きたい．
・タイトルもiROAD体験に変更してはどうか．
・委員長経由で理事に企画書を展開する．
　(8)ジヤトコ工場見学会
・企画書と希望日程（10月14日）は決まり，先方の返事待ち
・先方に状況を確認する
3.4 予算について
・進んでいない企画はかっこ付きとし，予備的な確保とする．
・厳密に決めるのでなく，ざっくりと決める．
・予算が付いているものについては，担当者に状況を確認する．
3.5 次回委員会について　
日時：2013年8月24日(土) 10：00～12：00
場所；工学院大学新宿キャンパス
　3.6 メールの添付ファイルについて
・企業のメールサーバがパンクするため，添付ファイルは5MBまでとする．
・それ以上に大きいファイルの展開はクラウドを利用する．PDF化や画像縮小なども利用する．
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